
2021年7月 .

第13巻 第7号

FUNTAI CIJUTSU

目   次

巻 頭 言

フロイント・ターボ株式会社と私の7年間………………………………。渡辺 宗一

粉の最前線

見えないことで、未来を拓く ・……………………………………………軽部 郁美
特   集
グリーン化技術の最前線

特集「クリーン化技術の最前線」を企画して

加納 純也、佐藤根 大士、金井 和章 16(502)

クリーン化分科会の活動状況 ・…Ⅲ……林 敏昭 17600
空気清浄化技術の国際規格の動向 ・林 敏昭 21(507)

家庭用空気清浄機の国際規格の動向 ………………Ⅲ…Ⅲ……Ⅲ…………・岡本 誉士夫 28(514)

吸着法を用いたVOC処理技術…………………………………………………・岡田 武将 37(523)
感染症対策に用いられる高性能マスク ・…………………………………湯浅 久史 43(529)
バイオクリーン・バイオセーフティ

……………・…Ⅲ……Ⅲ……・天野 健太郎、齊藤 智、千葉 友樹、野村 佳緒里 48(534)

IS0 14644(ク リーンルームに関する国際規格)の動向――IS0 14644-1お よび-3の改訂
を中心として ,…………・…………………………Ⅲ…Ⅲ……Ⅲ…Ⅲ……………… ―諏訪 好英 56(542)

ISO/TC 24/SC 4「粒子特性評価」における国際標準化活動について

水上 敬 62640
協 会 報 告     

‐

ナノ粒子利用技術の現状と問題点の整理…………Ⅲ…………Ⅲ… 後藤 邦彰、荻 崇 67(553)

わが社のプロフィール

キャデイ株式会社 ・

連   載
74 (560)

海外市場情報 2021年の海外展示会の現状 -59… ………………………石戸 克典

トレンドを掴む

注目される話題の動向を数値面からごく簡単に理解できるように その②
「テレワークによる需要動向① サテライトオフイスと情報機器など」

75 (561)

佐々木 城夢 76(562)

粉体カルテットのティータイム

12.麹菌………………………

協会からのお知らせ ・……………

製造物責任について ………………………・…………………………………………………

粉体工学会誌7号内容予告 解説小特集「新しいマテリアル・粒子状材料の医薬品展開」

掲示板 2022年「粉体技術」表紙デザイン募集中 ・………… …………………・………・

掲示板 一般社団法人日本粉体工業技術協会50周年記念号名刺広告募集 ・………・・:…

14(500)

15(501)

…・粉体カルテット 61(547)

…●中●"●●●・・・・。す。・・・―・中  78 (564)

∩
ｖ
　
ワ
′

（

〉

沢
）

つ
々
　
０
と
　
つ
υ
　
盗
υ

Vol.13,No.7(2021) (499) 13



特集「クリーン化技術の最前線」を企画して

特集担当編集委員 加納 純也、佐藤根 大士、金丼 和章
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新型コロナウイルス感染拡大や年々高まる大気環境に対する危機意識など、クリーン化技術に対する
関心およびその重要性がますます高くなってきている。クリーン化技術は日常生活では新型コロナウイ
ルス感染症防止対策としてのマスクや空気清浄機、工業的には

'rガ

ス処理といった幅広い分野に展開さ
れている。本テーマではこれら技術開発の現状はどのようになっているか、課題はどこにあるのかなど
を紹介するとともに、クリーン化技術の情報交換や交流の場の提供を目的として活動をしている、ク
リーン化分科会の活動状況や国際規格、標準化の動向に関しても紹介する特集を企画した。

東洋紡lttlの林敏昭氏 (ク リーン化分科会の代表幹事)には、「クリーン化分科会の活動状況」と題し
て分科会の歴史から現状および活動方針について解説いただいた。その後、「空気清浄化技術の国際規
格の動向」と題して、ISOの専門委員会の一つであるISO/TC 142(Cleaning equipment for air and
other ghses、 空気およびその他のガスの浄化を取り扱う委員会)について、その活動状況と集じん技術
を除く空気浄化技術の国際規格の動向について解説いただいた。

ダイキンエ業lttlの岡本誉士夫氏には、「家庭用空気清浄機の国際規格の動向」と題して、IEC/TC59/SC
59N(Electrical air cleaners for household and similar purposes)で 検討中の家庭用空気清浄機の国際規
格 (性能試験法)について、その経緯や活動状況および現在の取 り組みや今後のスケジュールについて
解説いただいた。

東洋紡lttlの岡田武将氏には「吸着法を用いた VOC処理技術」と題して、VOC(揮発性有機化合物)
の吸着処理技術の原理や概要について解説いただいた。vocは排出後に大気中で浮遊粒子状物質と
なって大気汚染や健康被害を引き起こす要因であることからクリーン化分科会の対象となっている。解
説では、同社の VOC処理装置の概要および陛能、また C02'F出性能について紹介いただいた。

興研lttlの湯浅久史氏には、「感染症対策に用いられる高性能マスク」と題して、新型コロナウイルス
などの感染対策用に主として国内の医療機関で使用されている高性能マスクについて解説いただいた。
巷ではマスクに関して必ずしも正しい情報が発信されているとは限らず、マスクメーカーとしての知見
をもとに解説いただいている。

l抑竹中工務店技術研究所の天野健太郎氏、齊藤智氏、千葉友樹氏、野村佳緒里氏には「バイオクリー
ン・バイオセーフティ」と題して、同社技術研究所内に構築されている、バイオクリーン・バイオセー
フテイ関連施設の計画・設計方法および施設機能の制御管理方法などについて模擬検証するための実験
施設の概要について解説いただいた。近年の施設ニーズの多様化および施設設備への要求性能の向上な
どのため、既存のガイドラインや基準のみでは対応が困難な場合でも実試験可能な施設であり、この施
設内の気流や粒子挙動に着目した評価事例についても解説いただいている。

芝浦工業大学の諏訪好英氏には、「ISO 14644(ク リーンルームに関する国際規格)の動向一 ISO
14644-1お よび-3の改訂を中心 として」と題して、現在 ISO/TC 2091こ より順次改訂および新たな
規格の作成が行われているクリーンルームに関する国際規格 IS0 14644 Cleanrooms and associated
controlled en宙 ronmentsの歴史的な経緯と動向について解説いただくとともに、最近改定が行われたISO
14644-1お よび IS0 14644-31こついて、改訂の要点についても解説いただいた。

リオンlttlの水上敬氏には、「ISO/TC 24/SC 4「 粒子特性評価」における国際標準化活動について」と
題して、粒子特性評価に関する国際標準化を取り扱う、ISOの分科委員会 ISO/TC 24/SC 4について、
ご自身が約10年間この分科委員会に参加してこられた経験、粒子特性評価に関する国際規格や標準化の
動向および分科委員会の活動状況について解説いただいた。

本特集で取り上げた内容は「クリーン化技術」という大きな枠の中ではその一部だけかもしれないが、
規格標準化からアウトプットまでを俯IF決 した幅広い内容となっている。解説いただいた記事それぞれの
内容が、別の記事の内容と密接に関わりがあり、「クリーン化技術」が個々の技術で支え合うことで成
り立っていることを再認識できた。クリーン化技術は産業活動を行う上では多かれ少なかれ活用するも
のであろうことから、今後の展開や利用への一助となれば幸いである。
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